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ABSTRACT

Recently present control system was connected to the Ethernet. Thus it 

becomes possible to develop system programs at a workstation connected to this 

Ethernet under improved programming environment. In addition we have been 

developing system libraries, in which several kinds of accelerator control 

components look as if they are directly connected with the workstation used.

In fact, libraries are prepared for three major operating systems (UNIX, VAX/ 

VMS, MS-DOS). Thus a program for monitoring/operating the Linac can be used at 

most of all workstations without modification.

K E K  2. 5 G  e V  L I N A C  制 御 の  T C P / I P  n e t w o r k  利 用  П

§ 1 は じ め に

一 般 に 、 加 速 器 運 転 用 ソ フ ト は 、 ① 経 験 に つ れ 順 次 進 化 し た り 新 し い 機 器 が 追  

加 さ れ る た め 簡 単 に 変 更 出 来 る こ と 、 ② 優 れ た マ ン • マ シ ン • イ ン タ ー フ ェ イ ス 、 ③ グ  

ラ フ ィ ッ ク 画 面 等 で 加 速 器 状 態 が 直 感 的 に 理 解 で き る こ と 、 な ど が 望 ま れ る ぐ

К Е К • し I N  А Сで は 、 1 9  8 8 年 以 来 F М —  R 数 十 台 を М S —  N  e t w  о 

г кで 接 続 し た シ ス テ ム を 運 転 用 プ ロ グ ラ ム 環 境 （主 に 表 示 用 ） と し て 利 用 し て . いる " 。 

主 要 言 語 は В A  S I Сで 、 誰 で も 簡 単 に 美 し い 図 が 書 け る 。 ま た 、 夕 ッ チ パ ネ ル （ま ナを 

ほ マ ウ ス ） を 利 用 し て 加 速 器 運 転 者 が 操 作 し や す い 環 境 を 実 現 し て い る 。

一 方 で こ の システムの 問 題 点 も 明 ら か に な っ て き た 。 ① M S  —  n e t : ア ロ ト  

コ ル が 富 士 通 独 自 （D  S —  1 і п к ) で 、 標 準 プ ロ ト コ ル （ТС Р /  I Р ) と 乗 入 れ 不  

可 、 ② M E L C O M 7 0 / 3 0 系 か ら の L I N  А С情 報 伝 達 方 法 が R  S 2 3 2 C し か な  

く、 今 後 の 情 報 量 増 加 に 追 従 出 来 な い 、 ③ В A  S I С : 方 言 の た め 他 機 種 （Р С 9 8 ) 

や 旧 機 種 （F М 1 1 ) へ 移 植 し に く い 、 ④ В A  S I С : 大 規 模 化 し よ う と す る と 効 率 が  

惡 い 、 等 ◊

ま た 、 次 の よ う な 要 求 が 生 ま れ て き た 。 ① 居 室 か ら L  I N A C の モ ニ タ ー をし 

た い 、 @ M  E  L  С〇 М 7 0 ノ  3 0 系 シ ス テ ム と 独 立 に 開 発 し た L  I N  А С電 流 モニター
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シ ス テ ム （V A X  —  САМА С 〉 2)を 統 合 し た い 、 ③ 他 社 計 算 機 で し I N  А Сの 各 種 情  

報 を 参 照 し た い （Expert system3)な ど ）、 ④ 最 新 の w  о г к s ѣ а ѣ і o n 環 境 を ソ  

フ ト 開 発 や 状 態 表 示 に 利 用 し た い 、 © M E し C O M 7 0 / 3 0 系 の 更 新 時 期 が 近 い た め 、 

機 種 に 依 存 し た 運 転 用 ゾ フ 卜 を 減 ら し た い 、 等 。

§ 2 K E K  • L  I N АСで の 運 転 用 プ ロ グ ラ ム 環 境 改 善 の 試 み

昭 和 6 3 年 、 L  I N  А С制 御 の 中 心 部 分 を 構 成 し て い る M E L C O M 7 0 / 3  

0 系 が 、 g a t e w  а у ( М E L  С 〇 М /М  X  3 О О О П ) 経 由 で E  t h e r n e t ( 

Т С Р / I  Р ) と 接 続 さ れ た 4し こ れ を 利 用 し て 、 上 記 の 問 題 点 や 要 求 に 答 え る 運 転 用  

ブ ロ グ ラ ム 環 境 を 考 案 し 、 テ ス ト し た 。

2 . 1 基 本 方 針

計 算 機 機 種 に よ ら ず 、 同 じ 運 転 用 プ ロ グ ラ ム が 変 更 無 し に 動 作 可 能 に す る  

( U N I X ,  V A X / V M S ,  M  S —  D 〇 S 間 で の 互 換 を 実 現 す る ）

① 機 種 に 依 存 す る 部 分 を モ ジ ュ ー ル 化 • ラ イ ブ ラ リ 化 す る

② 移 植 性 の 高 い 構 造 化 言 語 と し て 、 С言 語 を 主 要 言 語 と し て 採 用

③ 標 準 端 末 と し て V T 型 端 末 （カ ラ ー ） を 想 定 ： РС9  8 0 1 ,  M a c が 利 用 可 能  

众 КE К所 内 ネ ッ ト 利 用

КЕК所 内 の ど こ か ら で も し I N A C モ ニ タ ー を 可 能 に す る  

2. 2 ラ イ ブ ラ リ の 開 発

2 種 類 の ラ イ ブ ラ リ （” P A N E  L ”、 ” T L  

運 転 用 ソ フ ト に は 、 こ の 2 種 類 の ラ イ ブ ラ リ を 用 い る （図 1 )

( a ) P A N E L -  • • V T 型 端 末 の 画 面 制 御 、 マ ン •

方 針 ； ① 画 面 レ イ ア ウ ト に テ キ ス ト フ ァ イ ル を 用 い 、 エ デ ィ 夕  

② 操 作 は 主 に フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー と カ ー ソ ル キ ー で 行 う 、 ③ 1 画 面  

切 り 替 え は 子 タ ス ク 起 動 で 行 う （開 発 • 保 守 を 画 面 ご と に 独 立 さ せ る ）

( b ) T  U  U  S I N  • • • 加 速 器 制 御 機 器 （co n t r o l l e r )と の や り と り （図 2 )

( b  —  1 ) r t u u s i n • - w o r k  s t a t i o n  と g a t e w a y 間

T C P / I P ソ ケ ッ ト 通 信 を 利 用 。 歴 史 的 理 由 で 文 字 列 メ ッ セ ー ジ を 採 用 0 

( b —  2 ) t и и s i n • • g a *t e w  а у と 制 御 機 器 （controller) 間.

M  E  L  С〇 M 系 と 同 じ メ ッ セ ー ジ フ ォ ー マ ッ ト （バ イ ナ リ 〉 を 利 用 す る 。

方 針 ；①w  о г к s Ѣ a t i о n か ら 制 御 機 器 ま で の 経 路 を ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 す

る ： 制 御 機 器 が 各 w  о г к s t а ѣ і о n に 直 結 し て い る イ メ ー  ジ で ソ フ ト が 書 け る 、

② 個 々 の 制 御 機 器 ハ ー ド ウ エ ア （ビ ッ 卜 割 当 な ど ） に 依 存 し な い 形 で 関 数 を 提 供 ： ハ ー

S I N
”

) を 開 発 中 で あ る 。

1 ) о

シ ン . イ ン 夕 ー フ ヱ イ ス

ェ ディ 夕 一 で 変 更 可 能 に す る 、

③ 1 画 面 1 タ ス ク と し 、 画 面

ド ウ ヱ ア 変 更 時 、 運 転 ソ フ ト は 変 更 無 し で す む （t u u s i n 内 の 変 更 ）



こ れ ら の 方 針 に 従 え ば 、 §1 で 指 摘 し た 要 泶 の う ち い く つ か の 実 現 が 可 能 に な  

る。 一 方 何 重 も の ソ フ ト ウ ェ ア 層 が 存 在 す る た め 、 レ ス ポ ン ス が 遅 く な り 、 障 害 時 の 場  

所 特 定 が 困 難 な こ と が 予 想 さ れ る .

2. 3 К Е： К所 内 ネ ッ ト と の 接 続

し I N А С制 御 用 E t h e r n e t とК Е К所 内 ネ ッ ト を 直 接 接 続 す る と 、 ① 

セ キ ュ リ テ ィ の 問 題 （ハ ッ カ ー ）、②L I N A C 制 御 以 外 の パ ケ ッ 卜 が 運 転 の 邪 魔 に な  

る、 と い っ た 問 題 が 生 じ る 。 そこで、G a t e w  а у ( V  A X s t a t i о n ) を設け

た， 所 内 ネ ッ ト か ら は ま ず G a t e w  а уに ロ グ イ ン し た 後 に 、 し I N А С運転 用ソフ

ト を 起 動 で き る w  о г к s t a t і о n の 利 用 が 可 能 に な る 。

2. 4 テ ス ト • • • マ グ ネ ッ ト 監 視 ブ ロ グ ラ ム

上 記 の 2 ラ イ ブ ラ リ （注 〉を 利 用 し た マ グ ネ ッ ト 監 視 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 、 現 

シ ス テ ム と 比 較 検 討 し た 。 テ ス ト し た シ ス テ ム は 開 発 •保 守 性 に 優 れ 、 計 算 機 互 換 性 が  

あるが 、 マ ン • マ シ ン • イ ン 夕 ー フ ェ イ ス や 最 終 的 な 画 面 の 視 認 性 は 現 シ ス テ ム が 優 れ  

て い るe また、 所 内 ネ ッ ト 利 用 に よ る 居 室 か ら の モ ニ タ ー は 実 現 し た 。

(注 ） P A N E し の 子 タ ス ク 起 動、 r t u u s i n ば 現 在 未 完 成 で テ ス ト し て い な い 。

§ 3 今 後 の 方 向  

( a 〉P A  N E；し

標 準 端 末 と し て V T 端 末 を 採 用 し た た め 、 パ ソ コ ン の 利 点 を 生 か し て い な い 。 

パ ソ コ ン 専 用 P A N E し の 開 発 が 考 え ら れ る 。 ① 割 り 込 み 処 理 に よ る マ ウ ス 利 用 、 ②グ 

ラ フ ィ ッ ク 画 面 、 ③ C A T  V 画面のス^一 パ 一 イ ン ボ 一 ズ 、 等◊ また、 m u 1 t i — w  i 

n d о w 環 境 利 用 も 考 え ら れ る ◊ ( M  S — w  i ri d о w ， O S / 2 、X — w  i n d о w ) 

( b ) T  U U S I N

サ ポ ー ト す る 制 御 機 器 の 追 加 •整 備 が 急 務 で あ る 。 ま た ネ ッ ト 管 理 の た め 、 ① 

リ ア ル タ イ ム の ユ ー ザ ー 管 理 （r t u u s i n の サ ブ シ ス テ ム と し て ）、 ② 制 御 機 器 の  

占 有 宣 言 （同 時 に 複 数 ユ ー ザ ー の ア ク セ ス を 避 け る ）、 な ど も 考 え る 必 要 が あ る 。
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